
履修証明プログラム

実務家×研究者による本格的な学びの場

2022年度 受講生募集要項

文部科学省「職業実践力育成プログラム（BP）」認定
厚生労働省「専門実践教育訓練給付制度」指定講座

コミュニティソーシャルワーカー（CSW）
スキルアッププログラム



趣　旨
本プログラムは、現場の課題に直結する本格的な授業内容を通して、地域福祉のキーパー

ソンとなるコミュニティソーシャルワーカー（CSW）のスキルアップを目指すものです。
少子高齢社会の進展や家族意識の変化など多くの要因が重なり、私たちの暮らす社会情

勢は大きな変化を続けています。このような状況下において、地域の課題を解決するため
には、その地で暮らす住民の参加が必要不可欠であり、地域におけるコミュニティが果た
す役割の重要性が増してきています。その地域コミュニティの調整役として注目されるの
が、「コミュニティソーシャルワーカー（CSW）」です。
東北学院大学では、実践力を持って社会の要請に応えられる人材養成のための「コミュ

ニティソーシャルワーカー（CSW）スキルアッププログラム」を、2016 年 4月より開
講し、社会福祉協議会職員、ＮＰＯ法人職員、民間企業社員、学生等、年齢・職業ともに
多様な方々に受講をいただいております。既にコミュニティーソーシャルワーカー（CSW）
の役割を担われ、更なるスキルアップを目指すみなさま、これからコミュニティーソーシャ
ルワーカー（CSW）の役割を担おうとしている、または期待されているみなさまの受講を、
心よりお待ちしております。

体系性と実践性をもったカリキュラム！
本プログラムは 5つの科目分類（基礎科目、必須理論、実
践技法、特論演習、事例研究）に沿って体系的、かつ包括的
に授業科目を設定しています。
授業では、現場の課題を教材に、グループワーク等を用い
たアクティブラーニングの学習方法を積極的にとり入れ、学
術的知見に基づいた実践的な学習を行っています。

開講総時間数 147時間の本格的な学び！
1 コマ 90 分、原則として土曜日 4 コマ、年間 147 時間
の授業を開講しています。プログラムを修了するためには、
120 時間以上の受講が必要です。年度末には、１年間の学
びを振り返り、受講生自らが報告を行う「最終報告会」を実
施します。
※�新型コロナウイルス感染症の状況等に鑑み、一部、または全ての講
義を遠隔授業にて実施する場合があります。

地域福祉の現場で活躍する多彩な講師陣！
地域福祉現場の第一線で活躍する実務家と、東北学院大学
や県内各大学に所属する教員が講師を務めます。
現場で活躍する実務家からの実践的な学びと、研究者とし
ての視点をもつ大学教員からの最新理論等を組み合わせるこ
とにより、実践力と専門力を兼ね備えた CSWの育成を目指
しています。
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授業科目・講師
分類 科　目　名 講　　師 時間

必
修
科
目

基
礎
科
目

地域福祉の時代とコミュニティソーシャルワーク 阿部重樹（学校法人東北学院常任理事（総務担当）） ３
コミュニティソーシャルワークⅠ

村山くみ（東北福祉大学総合福祉学部講師）
３

コミュニティソーシャルワークⅡ ３
ケースワーク 竹之内章代（東北福祉大学総合福祉学部准教授） ３

社会保障制度の新たな動向Ⅰ 阿部裕二（東北福祉大学総合福祉学部教授） ３

社会保障制度の新たな動向Ⅱ 宮城県、仙台市 ３

コミュニケーション基礎論と ICT活用 坂本泰伸（東北学院大学教養学部教授） ３

必
須
理
論

データによる社会調査・分析（社会疫学）Ⅰ
鈴木寿則（仙台白百合女子大学人間学部准教授）

３
データによる社会調査・分析（社会疫学）Ⅱ ３
データによる社会調査・分析（ライフストーリー聞き取り）Ⅰ

黒坂愛衣（東北学院大学経済学部准教授）
３

データによる社会調査・分析（ライフストーリー聞き取り）Ⅱ ３
地域の施策と資源理解Ⅰ 西塚国彦（（社福）宮城県社会福祉協議会震災復興・地域福祉部長） ３

地域の施策と資源理解Ⅱ 岩渕徳光（（社福）仙台市社会福祉協議会事務局次長兼地域福祉部長） ３

地域社会とCSR（企業の社会的責任） 矢口義教（東北学院大学経営学部教授） ３

組織運営 和田正春（東北学院大学教養学部教授） ３

地域福祉活動計画Ⅰ 岩渕徳光（（社福）仙台市社会福祉協議会事務局次長兼地域福祉部長）
佐々利春（（社福）富谷市社会福祉協議会事務局次長） ３

地域福祉活動計画Ⅱ 増子正（東北学院大学教養学部教授） ３

選
択
科
目

実
践
技
法

地域福祉とファンドレイジングⅠ 久津摩和弘
（（一社）日本地域福祉ファンドレイジングネットワークCOMMNET理事長）

３
地域福祉とファンドレイジングⅡ ３
協働の手法Ⅰ

遠藤智栄（地域社会デザイン・ラボ代表）
３

協働の手法Ⅱ ３
ファシリテーションの実際とワークショップ運営 渡邉一馬（（一社）ワカツク代表理事） ３
ファシリテーショングラフィック 石塚直樹（東北学院大学地域連携センター特任准教授） ３

災害ボランティア論 渡邊圭（東北学院大学地域連携センター特任准教授） ３

災害ケースマネジメント 宮城県社会福祉協議会 ３

健康格差論 鈴木寿則（仙台白百合女子大学人間学部准教授） ３

傾聴の技法 阿部重樹（学校法人東北学院常任理事（総務担当）） ３

コミュニティビジネス 吉澤武志（（一社）筆甫地区振興連絡協議会事務局長） ３

コミュニティ設計 手島浩之（（有）都市建築設計集団 /UAPP 代表） ３

東日本大震災と地域福祉 真壁さおり（社会福祉士、ファシリテーター） ３

臨床宗教学（聴くことの力－カフェでもんくの事例から） 金田諦應（通大寺住職） ３

リスクコミュニケーション 大谷みち子（福島県浪江町健康保険課放射線対策係） ３

発達障害者支援 皆川美雪（宮城学院女子大学学生相談室准教授） ３

特
論
演
習

特論演習ⅠＡ（高齢者支援と地域社会） 西澤英之（宮城県社会福祉士会理事） ３

特論演習ⅡA（生活困窮者支援と地域社会） 後藤美枝（（一社）パーソナルサポートセンター自立相談支援部次長） ３

特論演習ⅢA（子育て支援と地域社会） 小岩孝子（（特非）FORYOUにこにこの家理事長・事務局長） ３

特論演習ⅣA（障害者支援と地域社会） 伊藤清市（（社福）宮城県障がい者福祉協会副会長） ３

特論演習ⅥA（精神障害者支援と地域社会） 菅原里江（東北福祉大学総合福祉学部准教授） ３

特論演習ⅧA（SDGs と地域社会） 紅邑晶子（（一社）SDGs とうほく 代表理事） ３

事
例
研
究

事例研究ⅠＡ（まちづくりとコミュニティソーシャルワーク：仙台市を事例として） 大久保環（（社福）仙台市社会福祉協議会地域福祉課地域福祉係長） ３

事例研究ⅠＢ（まちづくりとコミュニティソーシャルワーク：南三陸町を事例として） 高橋吏佳（（社福）南三陸町社会福祉協議会地域福祉係長） ３

事例研究ⅡＡ（女川町を事例としたコミュニティソーシャルワーク） 千葉信二（（社福）女川町社会福祉協議会地域福祉係長） ３

事例研究ⅡＢ（柴田町を事例としたコミュニティソーシャルワーク） 相原美由紀（柴田町地域包括支援センター管理者） ３

事例研究Ⅳ（地域活動を事例としたコミュニティソーシャルワーク） 増田恵美子（富谷市Narita マルシェ） ３

事例研究Ⅴ（栗原市若柳を事例としたコミュニティソーシャルワーク） 高橋由利（（社福）栗原市社会福祉協議会若柳支所 生活支援コーディネーター） ３

事例研究Ⅵ（原発事故被災地を事例としたコミュニティソーシャルワーク） ダクルス久美（よりあいコミュニティソーシャルワークス） ３

事例研究Ⅶ（仮設住宅・災害公営住宅を舞台としたコミュニティソーシャルワーク） 齊藤康則（東北学院大学経済学部准教授） ３

必
中間報告会（グループワーク）

渡邉圭（東北学院大学地域連携センター特任准教授）
３

最終報告会（グループワーク） ３

2



受講生の声

名義後援団体
宮城県内すべての社会福祉協議会に名義後援を頂いています

宮城県 （社福）多賀城市社会福祉協議会 （社福）村田町社会福祉協議会 （社福）大郷町社会福祉協議会
仙台市 （社福）岩沼市社会福祉協議会 （社福）柴田町社会福祉協議会 （社福）大衡村社会福祉協議会

（社福）宮城県社会福祉協議会 （社福）登米市社会福祉協議会 （社福）川崎町社会福祉協議会 （社福）色麻町社会福祉協議会
（社福）仙台市社会福祉協議会 （社福）栗原市社会福祉協議会 （社福）丸森町社会福祉協議会 （社福）加美町社会福祉協議会
（社福）石巻市社会福祉協議会 （社福）東松島市社会福祉協議会 （社福）亘理町社会福祉協議会 （社福）涌谷町社会福祉協議会
（社福）塩竈市社会福祉協議会 （社福）大崎市社会福祉協議会 （社福）山元町社会福祉協議会 （社福）美里町社会福祉協議会
（社福）気仙沼市社会福祉協議会 （社福）富谷市社会福祉協議会 （社福）松島町社会福祉協議会 （社福）女川町社会福祉協議会
（社福）白石市社会福祉協議会 （社福）蔵王町社会福祉協議会 （社福）七ヶ浜町社会福祉協議会 （社福）南三陸町社会福祉協議会
（社福）名取市社会福祉協議会 （社福）七ヶ宿町社会福祉協議会 （社福）利府町社会福祉協議会 仙台市地域包括支援センター連絡協議会
（社福）角田市社会福祉協議会 （社福）大河原町社会福祉協議会 （社福）大和町社会福祉協議会 みやぎ生活協同組合

それぞれが抱える課題は多様であり、またひとりが抱える課題はさらに多くの
人々の課題でもあると感じます。今後さらに様々な領域のより多くの方々にこの
カリキュラムを学んで頂くことで、地域を支える人材がひとりでも多く輩出され、
連携・協働の輪が広がることを期待しています。ひとりの知識やできることには
限りはありますが、共に学んだ人々が寄り合って力を出し合えば、より良い可能
性を生み出すことができると信じています。

授業は講義形式からグループワークにまで広がっており、学びを深めることが
できる内容になっています。講師への質問も出しやすい雰囲気であり、後日コメ
ントで質問への回答をもらうこともできます。受講生の職業や職種も様々で、福
祉関係の職員だけでなく、NPO法人の職員、民間の社員、学生などが共に学ぶ
仲間になり、お互いに刺激を受けながら同じ時間を過ごすことで、良い関係性
（ネットワーク）を構築できています。

社会の現状や課題などについて、毎回多岐にわたる専門の先生方の講義や他の
受講生との意見交換などを重ねていくうちに、自分の視野がいかに狭かったかを
痛感するとともに、学ぶ楽しさや大切さに気付く有意義な時間になっていました。
担当していた地区でワークショップを開催することになりましたが、ファシリ
テーション関係の授業や「協働の手法」で学んだ内容はすぐに実践に活かすこと
ができました。

本プログラムを受講された皆様から声をお寄せいただきました！

2016年度受講生
ダクルス久美 さん

2017 年度受講生
横山 康信 さん

2018 年度受講生
三浦 幸子 さん
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募集要項

応 募 資 格
�高等学校もしくは中等教育学校を卒業した方、または大学を受験できる資格を取得した方で
以下の（１）、（２）のいずれかの条件を満たす方。
（１）社会福祉法人（社会福祉協議会等）に関わる職員
（２）地域づくりに貢献したいと考える方（学生も可）

募 集 定 員 20名

履 修 期 間 1年間（2022年 4月開講～2023年 3月修了）

講 義 時 間
1コマ90分　原則として土曜日4コマ（計360分）
※今年度は147時間の開講を予定。
※�新型コロナウイルス感染症の状況等に鑑み、一部、または全ての講義を遠隔授業にて実施する場合があり
ます。詳細は決定次第、別途ご案内します。

検 定 料 10,000円
※納付された検定料は返還いたしません。

受 講 料
100,000円（但し、学生の場合は60,000円とする）
※納付された受講料は返還いたしません。
※�遠隔授業の際に教材を印刷される場合は、受講生の方にご準備をいただきます。（対面授業の際は、事務
局にてご用意いたします。）

出 願 期 間 2022年３月10日（木）～４月７日（木）
※土・日・祝日を除く、受付時間：9時～16時

出 願 方 法
以下の出願書類と検定料を合わせて持参または郵送にて出願
【出願書類】
1）履修生願書（所定用紙）
2）最終学歴を証明する各種証明書（卒業証明書等）

選 考 方 法 書類審査

合 否 通 知 2022年４月12日（火）以降、ご本人様宛に合否通知を郵送予定。

受 講 手 続 2022年４月13日（水）～20日（水）の間に受講料を納付。

開 講 式 2022年 4月23日（土）開催予定　※詳細は受講許可者に別途ご案内します。

修 了 要 件
以下の２つの要件を満たすこと
・必修科目（57時間）、選択科目（63時間以上）の履修。
・�履修科目ごとに提出するミニッツペーパーの点数が合格ライン以上であり、最終報告会
で合格の評価を得ること。

履修証明書
授与式

2023年３月11日（土）予定
※修了要件を満たした方に、履修証明書を授与します。

開講スケジュール
第５回

６月11日（土）

第15 回

10月１日（土）

第25回（最終報告会）

２月25日（土）

第10 回

８月６日（土）

第20 回

11月26日（土）

第４回

６月４日（土）

第14 回

９月17日（土）

第 24 回

１月28日（土）

第９回

７月23日（土）

第19 回

11月19日（土）

第３回

５月21日（土）

第13 回

９月10日（土）

第 23 回
2023
１月21日（土）

第８回

７月16日（土）

第18 回

11月５日（土）

第２回

 ５月14日（土）

第12 回

８月27日（土）

第 22 回

12月17日（土）

開講式・第１回
2022
４月23日（土）

第６回

６月25日（土）

第16 回

10月８日（土）

第11 回

８月20日（土）

第 21 回

12月10日（土）

第７回

７月２日（土）

第17 回

10月29日（土）

履修証明書授与式

３月11日（土）
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社会人の
スキルアップを
応援します！

専門実践教育訓練受講支援のご案内専門実践教育訓練受講支援のご案内
専門実践教育訓練の指定を受けた講座を受講した場合に、雇用保険の加入等所定の条件を
満たしている労働者・事業主はそれぞれ給付・助成が受けられます。

社会人のみなさま
※訓練費用を受講者本人が負担する場合

専門実践教育訓練給付金の支給

【支給の条件】
雇用保険の被保険者期間が３年以上（初めて支給を
受けようとする方は２年以上）の在職者又は離職後
１年以内の方
※�前回の教育訓練給付金受給日から今回受講開始日
前までに３年以上経過している方は支給対象

【給付の内容】
・受講費用の 50％が支給
・�さらに、修了後１年以内に資格取得等し就職等し
た場合、受講費用の 20％が支給

【受講前手続き】
受講開始の１ヶ月前までに原則本人の住所を管轄す
るハローワークに、あらかじめ交付を受けたジョブ
カードと『教育訓練申請給付金及び教育訓練支援給
付金受給資格確認票』を提出
※�受講前手続きは、合否に関わらず手続きが可能で
す。時間に余裕をもって行ってください。
※詳細はハローワークまでお問い合わせください。

企業のみなさま
※訓練費用を企業が負担する場合

人材開発支援助成金の支給

企業が従業員の職業能力開発のために専門実践教育訓
練を受講させる場合、厚生労働省より「人材開発支援
助成金」の支援が受けられます。

【支給の条件】
労働者のキャリア形成を効果的に促進するため、雇
用する労働者に対して職業訓練などを計画に沿って
実施する企業

【給付の内容】
・専門実践教育訓練受講経費の助成
・専門実践教育訓練受講期間中の賃金の助成
※�助成額は事業規模等により、各企業によって異な
ります。その他留意事項が多くありますので、詳
細は各地域の労働局までお問い合わせください。

【受講前手続き】
受講開始の１ヶ月前までに『訓練実施計画届』と、
必要な書類を労働局へ提出

東北学院大学　総務部　地域連携課
（CSWスキルアッププログラム事務局）
〒 980-8511　宮城県仙台市青葉区土樋１-３-１
TEL　022-264-6562
E-mail　csw-pro@mail.tohoku-gakuin.ac.jp

お問い合わせ

土樋キャンパスまでのアクセスマップ
※ �CSWスキルアッププログラムは、原則として土樋キャンパス内で開講します


